














































2008年 12月には、現在、宇宙物理学教室の長田哲也教授を中心に開発中の 3.8 m新技










附属天文台の構成員数は、2008年 4月で、教員 6人 (花山 2人、飛騨 4人)、技術職員 2
人 (飛騨 2人)、研究員 (PD) 5人 (花山 3人、飛騨 2人)、非常勤職員 10人 (分室 1人、花山
4人、飛騨 5人)、大学院生 14人 (博士 7人、修士 7人)、総数 37人となっています。2008
年 1年間に出版された論文は 36編 (うち査読雑誌論文 31編、集録論文 5編)、研究発表 166






年度 1年間に飛騨天文台 10件 180人 (耐震改修で制限したため例年より減少)、花山天文
台 32件 1500人と、年々増加の傾向にあります。関連して、2008年 7月には科学技術振









平成 22年 (2010年) 2月 9日
京都大学大学院理学研究科
附属天文台台長 柴田一成
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